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学校経営基本方針『こころ豊かに』～共に語り合い、共に学び合い、共に成長する学校～

【学習のまとめをしっかり！ ～まだまだ学力向上への取り組みは続きます。～】
２月１６日（月）・１７日（火）は、１・２年生本年度最後の定期テスト、期末テストが行わ

れました。毎日、校舎を巡回して、子どもたちの授業の様子を見ていると、一つの教室に先生が
３人。英語科の先生２人と英語実習助手のジミー先生でした。一つのクラスをＴ・Ｔ・Ｔの３人
できめ細かく見ていくことで、一人ひとりの生徒の伸びやつまずきをとらえ、学力を充実させ、
さらに伸ばしていこうという取り組みです。最後の最後まで、学力の充実・向上にむけて岩江中
学校は取り組んでまいります。

一方、玄関を入ったホールには、いろいろなお知らせと共に、生徒作品がたくさん飾られて
います。また、２年生・１年生間の東側階段脇掲示板には、身近に生えている草木類の掲示が貼
られています。学習の成果をみんなで共有し、興味関心を引く掲示を工夫するなど、子どもたち
が学習に興味関心をもち、授業が「わかった。」「できた。」となり、次なる意欲へつなげていこ
うという取り組みを地道に続けていこうと思います。

【三春町教育研究発表会開催！～『三春の教育』１年間の取り組みの成果と課題は～】
２月１２日（木）には、『三春町教育研究発表会』が三春交流館まほらにて開催されました。

三春町には、『三春町学校教育研究員会』という組織があります。町内各小・中学校からの代表
者が委員となり、Ａ・Ｂ２グループに分かれ、本年度は、Ａグループが、「個性を生かし、言語
活動の充実を図る教科教育の創造」、Ｂグループが、「小学校と中学校が連携した、個性を生か
す英語活動の創造」という研究テーマで研究に取り組みました。その成果と課題が１２日に発表
されました。本校よりは渡邉先生が委員として研究員会に参加し、Ａグループの研究員の一員と
して活躍しました。
当日は、三春町内の小・中学校、教育関係者、教育に関心をお持ちの方々が大勢参加なされ、

三春町の教育活動の充実ぶりについてご覧になっていました。“子どもの夢と教師の夢が（『共
に』）育つ学校づくり”を推進する三春町ならではの催し、そして、取り組みでした。

【岩江点描！ ～寒さに耐え、太陽の暖かさに感謝し、学校教育に取り組んでいます。～】
朝、横断歩道に立っていると、木々の間から漏れてくる太陽の日差しに少しだけ強さが感じら

れるようになりました。玄関前から振り仰ぐと、寒さの中、凜として月が空に浮かんでいました。
羽毛を身にまとった鳥たちは元気に飛び回り、子どもたちは、寒さに負けず、それぞれの思いを
胸に登校してきます。横断歩道脇の水たまりには、年輪ならぬ、氷輪のある氷が張っていました。



もうすぐ、学校は卒業式や進級の時を迎え、その後には、暖かな春の季節と共に、平成２７年
度の新しい生活がやってきます。

【サポートティーチャーの先生と勉強をがんばりました！ ～課題の克服にむけて～】
２月１６日（月）は、第４回目のサポートティーチャー事業の実施日でした。期末テストに際

し、アドバイスいただく機会として、放課後にサポートティーチャーの先生に来ていただき、２
学年の子どもたちと共に数学の勉強に取り組みました。
当日は、数学科で作成したプリントをもとにサポートティーチャーの先生と一緒に学習に取り

組み、もちろん、学校からも３名の先生方が共に数学の指導に取り組みました。一人ひとりに応
じたアドバイスを行い、あっという間の１時間でした。
一人ひとりの課題や学校全体の課題に応じ、学ぶ機会を確保すると共に、きめ細かな指導を展

開していくことにより、じっくりじっくりとですが、学力が向上してきていることが、先日結果
が届いた県の学力テストの結果にも現れています。これからも、学力向上を学校の最優先事項と
して、きめ細かに指導・支援に取り組んでまいります。

【共に育つ『教育（共育）』 ～子どもたちの成長が何よりの励みです！～】
授業での子どもたちの様子を見に体育館に行きました。バスケットボールの授業でした。これ

までのバスケットボールの指導の仕上げとして、試合形式の学習をしていました。しかし、先生
がいませんでした。いました。チームの一員として。いわば、プレイングマネージャーのような
形で、一緒に汗を流しつつの指導でした。
経営の方針である『こころ豊

かに』～共に語り合い、共に学
び合い、共に成長する学校～の
具体例を垣間見た思いがしまし
た。子どもたちと先生方が学び
の場を共有し、共に成長してい
くことも学校の大切な目標の一
つだと思いました。


